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ポートランド州立大学



ポートランド州立大学

・ キャンパスと地域が一体で開発されている。大学のポートランド市、また民間企業との連携
が緊密。大学が不動産経営を実施する。そのような体制をとる理由のひとつとして、
University District（大学地区）において、その６０％の不動産が大学の所有であるが、残り
の４０％が民間の所有であり、地区総体としての発展を目指すとき、大学＋民間＋行政の
連携を行いながら開発を行っている。
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ポートランド州立大学

FAP=

・建物ごとの電力メータ等の設置が課題になっている。

FAP=施設部
CSO=サステイナビリ

ティオフィス
AUXS=補助サービス



ポートランド州立大学

・ 環境面での評価システムとしてSTARSを重視。米国全土の大学が参画している。海外からの参加
も可能ではないか。参加費用は十万円程度。

・ PSUは、ゴールドのグレードを獲得。STARSは、他の大学の情報を得ることができるし、それと比
較したりして、さらに自分の大学が不足していることが何なのかをみつけることができる。



オレゴン大学

オレゴン州ユージーン市（人口約１５万人）の東部に位置する。
キャンパスの広さは約1,194,000㎡ 。
学生数は約23,000人(大学院生を含む)。



オレゴン大学

• Climate Action Plan は、その実行計画であり、キャンパスの運用管理、施設サービス、計画、駐車場運営、
交通計画、居住施設計画、食料サービス、他の適切な分野が含まれる。

• さらに、Climate Action Planは、教育に関しても要求がある。サステイナビリティに関する教育を適切に発展さ
せるように教員と職員が連携し、カリキュラムとカリキュラム外の連動する活動を検討・企画するシステムが
ある。

• 「サステイナビリティ・カンファレンス」というオレゴンシステムに加入している大学が参加するシンポジウムを
企画している。特に、学生のリーダーシップを高める取り組みである。



オレゴン大学

• 2010年より温室効果ガスの排出削減の実施

• 2020年：1990年と比較して10％の削減

• 2030年：気候変動に向かわない中立な状況の達成

• そのために、サステイナブル・ディベロップメントのオレゴンモデルを構築する



オレゴン大学

• 米国のサステイナビレティの
会合であるAASHE
（ (Association for the 
Advancement of 
Sustainability in Higher 
Education)、及びヨーロッパの
同様の会合であるISCNに参
画している。

• STARS（AASHE）が行ってい
るサステイナビリティに関する
トラッキングと報告のシステ
ム)を使って、大学のサステイ
ナビリティ活動の向上を目指
している。

• オレゴン大学はSTARS の
silverを獲得している。

• サステイナビリティ活動の向上を研究、教育、運営、サービスの４つの部門で図っている。同時に、
それらの部門について計測できる目標値を開発している。

• サステイナビリティに関わる研究、教育、運営、地域コミュニティの参加に関わる項目のデータを収
集している。


